
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

先日、訳があって押し入れの奥から、古い写真やアルバムを引っ張り出しました。今の中学生

にはアルバムというと卒業アルバムのようなものをイメージする人が多いかもしれませんが、

私が中学生だったころは、デジタルカメラはなく、ネガフィルムを写真屋さんに現像してもらっ

て写真ができました。その１枚１枚を自分でアルバムに貼り、コメントなどを書き入れ、透明な

フィルムカバーをしてアルバムを完成させました。 

このアルバムの数ページに、昭和 56（1981）年に開催されたびわこ国体での写真がまとめら

れています。びわこ国体では大会を盛り上げる炬火（きょか）リレーが行われました。アルバム

に挟み込んである当時の新聞には「リレーは伊吹、油日、竹生、比叡の４つの火が、県内７コー

ス、526区間、1175.6キロを 6216人によって展開」とあります。当時中学校３年生だった私は、

幸運にもその炬火リレーの先頭で、トーチを運ぶ大役を任されました。中学校３年生の時にびわ

こ国体が行われ、友達と 14人と走った感動の大きさを、その時自作したアルバムの出来栄えが

伝えてくれています。 

そのような思い出を振り返るとき、今年は守山南中学校の教員という立場で本県２回目とな

る国民スポーツ大会を迎えることができ、44年前の当時中学生だった自分を思い出しています。

国体の歴史は、昭和 21（1946）年に、戦災を免れた京都府を中心とした京阪神地域において、第

1回国民体育大会が開催されたようです。都道府県の持ち回り方式で毎年開催されている国内最

大のスポーツの祭典も２巡目に入り、新たなあり方が話題になっているようですが、今年行われ

る国スポ・障スポで来県される皆さんを歓迎し、選手の皆さんを応援したいと思います。 

本校でも１年生が障スポサッカー、２年生が国スポサッカーをビックレイクで観戦する予定

をしています。また、今年度から導入されました「守山ラーケーションの日」を活用して、注目

競技を観戦し、国内トップ選手の活躍から学んでほしいと思います。今の中学生が次に迎える滋

賀国スポ・障スポはどのようなものなのでしょうか。ちょっとワクワクします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

びわこ国体をまとめた当時のアルバム   トーチを持つ森川少年(左端)当時は丸刈りでした 

輝け守南生
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学校だより                     「敬愛・自立・躍動」 
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 去る６月 20 日、守山市民ホールで、合唱コンクールを開催しました。大規模校である本校では、全

校生徒が一堂に会する貴重な機会であり、大ホールに全校生徒が揃った様子は圧巻でした。 

 合唱コンクールの学級での取組は、３年生は６月４日から、その後順次２年生・１年生と取組が始ま

りました。取組の途中で、学年発表の場（プレ合唱コン）を開催しました。他の学級の合唱を聴くこと

で、さらに取組に力が入りました。 

 そして迎えた当日、２年生、１年生、３年生の順番で発表しました。２年生は昨年度の経験もあり、

堂々とした発表をし、１年生は初めてで緊張した様子でした。そして３年生は、「さすが３年生」と思

わせる発表で、各パートのバランスもさることながら、美しく迫力のある合唱でした。下級生にすばら

しい先輩の姿を見せることができ、こうした意味でも、全校生徒が集まり上級生の姿から学ぶことの大

切さを感じます。 

 また、合唱コンクールは、単に合唱の技術を磨くためのものではなく、取組を通して学級がまとまる

ことや、友達の良い面を見つけ新たな人間関係を構築していくことが大切なことだと思います。合唱コ

ンクールの取組から、さらによい集団へ高まっていくことを期待しています。 

 ＜入賞した学級＞  

ああ   金賞   銀賞   銅賞 

１年生  ６組   ５組   ８組 

２年生  ６組   ５組   ７組  

３年生  １組   ８組   ６組  

 

 

  

 

 ６月 10日に第３ブロック陸上選手権大会

が、希望が丘陸上競技場で行われました。雨

の中の大会でしたが、選手たちは、夏季総体

に向け記録に挑戦しました。 

 暑い日が続きます 

が、最後の集大成に 

向けて、それぞれの 

部活動のがんばり 

を期待します。 

 

あ６月２日に、昨年度の「もりやま市」の収

益金（51,751 円）を日本赤十字社滋賀県支

部（守山地区長・森中市長）に手渡し、寄付

しました。 

 この寄付は義援金として 

石川県などの被災地に送金 

されます。 

石 

川県などの被災地に送金さ 

れます。 

 

 ６月３日に、高等学校等 24 校の学校をお招き

し、３年生生徒・保護者を対象とした「学校説明

会」を開催しました。進路選択に向けて、それぞ

れ真剣に各校の説明を聞いていました。 

 今年度、県立高校の入試制度が大きく変わりま

す。それについての説明を「第２回進路説明会」

として、７月上旬に動画配信する予定です。 

 また、夏休みは、各校で体験入学等も多く実施

されます。進路決定に向けて、積極的にご活用く

ださい。 

 なお、県立高等学校 

入試関係の情報は県教育 

委員会 HPに載っていま 

すので、ご参照ください。 

 

交通遺児奨学金申請についての案内が学校へ届

いています。詳細は教頭までお尋ねください。 


